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邪馬台国を見つけた男

7

は
じ
め
に

私
は
考
古
学
・
文
献
史
学
に
全
く
の
素
人
で
あ
り
、
文
章
さ
え
書
い
た
事
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。た

だ
、
推
理
小
説
が
好
き
で
よ
く
読
ん
で
い
ま
し
た
。

偶
然
三
国
志
魏
志
「
倭
人
伝
」
を
読
む
機
会
が
あ
り
、
気
楽
な
気
持
ち
で
読
み
ま
し
た
。

読
ん
で
い
る
内
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
面
白
さ
に
一
気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
倭

人
伝
に
出
て
く
る
同
名
の
人
が
今
も
そ
こ
に
居
る
の
を
知
っ
た
時
も
興
奮
し
ま
し
た
。

「
倭
人
伝
」
は
約
二
千
年
前
の
現
実
に
あ
っ
た
事
で
あ
り
、
他
に
類
の
な
い
推
理
小
説
な
の
で

す
。長

年
、
日
本
中
の
研
究
者
た
ち
が
読
み
切
れ
な
か
っ
た
邪
馬
台
国
は
不
明
の
ま
ま
で
す
。

私
は
一
年
か
か
っ
て
、
真
犯
人
を
（
邪
馬
台
国
を
）
見
つ
け
ま
し
た
。

地
理
記
事
を
中
心
に
多
く
の
人
が
納
得
で
き
る
よ
う
に
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。

                                                           

二
〇
二
二
年　

十
一
月
十
一
日　
　
　

光
永　

彬



8

魏
志
倭
人
伝
を
読
み
解
く

今
日
ま
で
長
年
に
わ
た
り
誰
一
人
も
読
み
解
い
て
い
な
い
。
色
ん
な
説
が
百
出
し
て
い
る
。
ど

う
し
て
か
？

陳
寿
（
倭
人
伝
の
作
者
）
が
そ
の
様
に
書
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
知
れ
ば
倭
人
伝
が

理
解
で
き
、
誰
も
が
邪
馬
台
国
に
至
る
事
が
で
き
る
。

そ
の
理
由
を
説
明
し
よ
う
。

そ
の
前
に
一
言
、邪
馬
台
国
の
読
み
方
が
多
数
あ
る
様
だ
が
、（
ヤ
マ
イ
チ
・
ヤ
マ
タ
イ
・
ヤ
マ
ト
・

ヤ
マ
ダ
等
々
）
古
田
武
彦
氏
の
説
「
邪や

ま

い

ち

馬
壹
国
」
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
本
で
は
慣
れ

た
邪や

馬ま

台た
い

国
と
書
い
て
（
読
ん
で
）
お
く
。

倭
人
伝
の
作
者
は
陳
寿
（
二
三
三
年
～
二
九
七
年
）。

陳
寿
は
蜀し

ょ
く

の
人
で
魏
に
亡
ぼ
さ
れ
て
後
魏
の
張

ち
ょ
う

華か

（
二
三
二
年
～
三
〇
〇
年
、
魏
か
ら
西
普
に

か
け
て
の
政
治
家
・
文
人
）
に
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
西
晋
の
史
官
（
著
作
朗
）
と
な
り
、「
三


